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和
田
利
政
先
生
略
年
譜
並
び
に
主
要
著
述
目
録

小
田
　
勝 

編

略
年
譜

大
正
十
四
年
二
月
十
二
日	

東
京
府
南
多
摩
郡
小
宮
村
（
現
八
王
子
市
）
に
生
ま
れ
る

昭
和
十
五
年
四
月	

東
京
第
一
師
範
学
校
入
学

昭
和
二
十
三
年
三
月	
東
京
第
一
師
範
学
校
卒
業

昭
和
二
十
三
年
四
月	
町
立
日
野
中
学
校
教
諭

昭
和
二
十
三
年
四
月	

國
學
院
大
學
文
学
部
第
二
部
国
文
科
入
学

昭
和
二
十
四
年
四
月	

國
學
院
大
學
文
学
部
国
文
学
科
に
転
部

昭
和
二
十
六
年
三
月	

國
學
院
大
學
文
学
部
国
文
科
卒
業

昭
和
二
十
六
年
四
月	

國
學
院
大
學
文
学
第
二
研
究
室
助
手

昭
和
二
十
九
年
三
月
※	

國
學
院
大
學
文
学
部
兼
任
講
師

昭
和
三
十
年
三
月
※	

國
學
院
大
學
文
学
部
専
任
講
師

昭
和
三
十
年
四
月	

東
京
学
芸
大
学
兼
任
講
師
（
昭
和
三
十
八
年
三
月
ま
で
）

昭
和
三
十
六
年
三
月
※	

國
學
院
大
學
文
学
部
助
教
授

昭
和
四
十
三
年
四
月	

國
學
院
大
學
国
内
派
遣
研
究
員
（
昭
和
四
十
四
年
三
月
ま
で
）

昭
和
四
十
四
年
四
月	

國
學
院
大
學
文
学
部
教
授
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昭
和
五
十
二
年
四
月	

國
學
院
大
學
学
生
部
長
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
十
四
年
十
二
月	�



大
分
大
学
教
育
学
部
兼
任
講
師
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
ま
で
。
昭
和
五
十
六
年
十
月
か
ら
昭
和
五
十
七
年

三
月
ま
で
。
昭
和
五
十
八
年
十
月
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
十
七
年
四
月	

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
講
座
担
当
委
嘱

昭
和
五
十
七
年
十
一
月	

東
京
都
立
大
学
兼
任
講
師
（
昭
和
五
十
八
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
十
九
年
四
月	

別
府
大
学
兼
任
講
師
（
昭
和
六
十
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
年
七
月	

國
學
院
大
學
国
語
研
究
会
会
長
（
平
成
七
年
七
月
ま
で
）

平
成
七
年
三
月	
國
學
院
大
學
定
年

平
成
七
年
四
月	
國
學
院
大
學
文
学
部
名
誉
教
授

令
和
四
年
六
月
十
九
日	

逝
去
（
享
年
九
十
七
歳
）

　
　（
※
は
三
月
三
十
一
日
付
け
）
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主
要
著
述
目
録

「
源
氏
物
語
の
謙
遜
語
―
補
助
動
詞
「
聞
ゆ
」
と
「
奉
る
」
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
文
学
論
究
』
一
〇
号
、
昭
和
二
七
年
七
月
）

「「
假
字
遣
奥
山
路
」
に
お
け
る
違
例
の
考
察
」（『
国
語
研
究
』
二
号
、
昭
和
二
九
年
二
月
）

「
昭
和
二
十
九
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望
（
承
前
）　
四
、
国
語
学
一
般
（
総
記
・
語
法
）」（『
国
語
学
』
二
二
輯
、
昭
和
三
〇
年
九
月
）

「
源
氏
物
語
の
「
申
す
」」（『
國
學
院
雑
誌
』
五
七
巻
七
号
、
昭
和
三
一
年
一
二
月
）

「『
す
』
の
研
究
」（『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
巻
二
号
、
昭
和
三
三
年
一
二
月
）

「『
さ
す
』
の
研
究
」（『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
巻
二
号
、
昭
和
三
三
年
一
二
月
）

「
ば
や
・
か
し
・
も
　
の
研
究
」（『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
巻
九
号
、
昭
和
三
四
年
六
月
）

「
源
氏
物
語
の
「
仕
う
ま
つ
る
」」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
一
巻
七
号
、
昭
和
三
五
年
七
月
）

「
昭
和
35
・
36
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望
　
文
法
―
国
語
史
（
古
代
）
―
」（『
国
語
学
』
四
九
集
、
昭
和
三
七
年
六
月
）

『
学
研
国
文
法
』（
田
辺
正
男
と
共
著
、
学
習
研
究
社
、
昭
和
三
九
年
二
月
）

「
る
・
ら
る
（
付
、
ゆ
・
ら
ゆ
）
―
古
典
語
―
」（『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
九
巻
一
三
号
、
昭
和
三
九
年
一
〇
月
）

「「
よ
い
」
と
「
い
い
」」（『
口
語
文
法
講
座
3
　
ゆ
れ
て
い
る
文
法
』
明
治
書
院
、
昭
和
三
九
年
一
一
月
）

「「
と
は
ず
が
た
り
」
の
敬
語
―
御
―
形
容
詞
・
覚
え
給
ふ
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
八
巻
一
二
号
、
昭
和
四
二
年
一
二
月
）

「
助
動
詞
を
中
心
と
す
る
表
現
上
の
問
題
⑴
―
受
身
・
可
能
・
使
役
・
希
望
の
表
現
―
」（『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
四
巻
七
号
、

昭
和
四
四
年
七
月
）

「
学
風
と
学
問
　
松
尾
捨
治
郎
『
国
語
法
論
攷
』」（『
文
法
』
一
巻
一
一
号
、
昭
和
四
四
年
八
月
）

「「
あ
ざ
る
」
考
」（『
国
語
研
究
』
三
三
号
、
昭
和
四
七
年
三
月
）

「
覚
一
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
―
奉
る
」
と
「
―
参
ら
す
」
に
つ
い
て
」（『
今
泉
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
叢
』
桜
楓
社
、昭
和
四
八
年
三
月
）
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『
国
文
法
要
説
　
文
語
篇
』（
森
昇
一
・
岡
崎
正
継
と
共
著
、
桜
楓
社
、
昭
和
四
八
年
四
月
）

「〈
学
叢
閑
歩
⑦
〉
胡
散
」（『
國
學
院
大
學
学
報
』
二
〇
〇
、
昭
和
五
〇
年
一
一
月
）

「
小
久
保
崇
明
著
「
大
鏡
の
語
法
の
研
究
　
続
」」（『
国
文
学
論
考
』（
都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会
）
一
三
、
昭
和
五
二
年
三
月
）

「
今
泉
忠
義
主
要
論
著
目
録
」（『
国
語
学
』
一
〇
九
集
、
昭
和
五
二
年
六
月
）

「
今
、
思
う
こ
と
ど
も
」（『
國
學
院
雑
誌
　
今
泉
忠
義
博
士
追
悼
号
』
七
八
巻
一
一
号
、
昭
和
五
二
年
一
一
月
）

「
敬
語
の
分
類
と
敬
語
補
助
動
詞
」（『
田
辺
博
士
古
稀
記
念
　
国
語
助
詞
助
動
詞
論
叢
』
桜
楓
社
、
昭
和
五
四
年
八
月
）

『
国
語
要
説
』（
金
田
弘
と
共
著
、
秀
英
出
版
、
昭
和
五
六
年
四
月
）

「
≲
新
刊
紹
介
≳
『
馬
淵
和
夫
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集
』」（『
月
刊
言
語
』
一
〇
巻
一
〇
号
、
昭
和
五
六
年
一
〇
月
）

「「
す
く
よ
か
」
考
」（『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
（
文
学
研
究
科
）』
一
四
巻
、
昭
和
五
八
年
三
月
）

『
国
語
要
説
　
新
訂
版
』（
金
田
弘
と
共
著
、
秀
英
出
版
、
昭
和
五
八
年
四
月
）

『
古
語
大
辞
典
』（
中
田
祝
夫
・
北
原
保
雄
と
共
編
、
小
学
館
、
昭
和
五
八
年
一
二
月
）

「
助
動
詞
・
助
詞
は
ど
う
変
遷
し
た
か
」（『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
九
巻
八
号
、
昭
和
五
九
年
六
月
）

『
日
常
語
面
白
事
典
　
び
っ
く
り
ワ
ー
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
　
ち
ょ
っ
と
変
だ
ぞ
、
あ
な
た
の
日
本
語
』（
21
世
紀
ブ
ッ
ク
ス
、
主
婦
と
生
活
社
、

昭
和
六
一
年
四
月
）

『
国
語
要
説
　
三
訂
版
』（
金
田
弘
と
共
著
、
秀
英
出
版
、
昭
和
六
一
年
四
月
）

「
≲
談
話
室
≳
い
た
だ
く
・
た
ま
わ
る
」（『
國
學
院
雑
誌
』
八
七
巻
七
号
、
昭
和
六
一
年
七
月
）

「
形
容
詞
の
機
能
」（『
国
文
法
講
座
2
　
古
典
解
釈
と
文
法
　
活
用
語
』、
明
治
書
院
、
昭
和
六
二
年
四
月
）

「
い
ざ
給
へ
・
あ
な
か
ま
給
へ
・
や
給
へ
」（『
此
島
正
年
博
士
喜
寿
記
念
国
語
語
彙
語
法
論
叢
』、
桜
楓
社
、
昭
和
六
三
年
一
〇
月
）

『
旺
文
社
古
語
辞
典
　
改
訂
新
版
』（
松
村
明
・
山
口
明
穂
と
共
編
、
旺
文
社
、
昭
和
六
三
年
一
〇
月
）
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『
旺
文
社
国
語
辞
典
　
第
八
版
』（
松
村
明
・
山
口
明
穂
と
共
編
）、
旺
文
社
、
平
成
四
年
一
〇
月
）

『
国
語
要
説
　
四
訂
版
』（
金
田
弘
と
共
著
、
秀
英
出
版
、
平
成
六
年
三
月
）

『
成
語
大
辞
苑
』（
西
岡
弘
・
桜
井
満
・
川
崎
浹
・
ひ
ろ
さ
ち
や
・
北
村
孝
一
と
共
監
修
、
主
婦
と
生
活
社
、
平
成
七
年
九
月
）

『
故
事
こ
と
わ
ざ
知
識
辞
典
』（
監
修
、
主
婦
と
生
活
社
、
平
成
八
年
一
一
月
）

『
故
事
こ
と
わ
ざ
名
言
名
句
辞
典
』（
監
修
、
主
婦
と
生
活
社
、
平
成
八
年
一
一
月
）

『
旺
文
社
国
語
辞
典
　
第
九
版
』（
松
村
明
・
山
口
明
穂
と
共
編
、
旺
文
社
、
平
成
一
〇
年
九
月
）

「
発
会
の
こ
ろ
」（『
国
語
研
究
　
國
學
院
大
學
国
語
研
究
会
創
立
五
十
周
年
記
念
号
』
六
四
号
、
平
成
一
三
年
三
月
）

『
旺
文
社
古
語
辞
典
　
第
九
版
』（
松
村
明
・
山
口
明
穂
と
共
編
、
旺
文
社
、
平
成
一
三
年
一
〇
月
）

『
も
っ
と
使
い
た
く
な
る
日
本
の
こ
と
ば
』（
監
修
、
主
婦
と
生
活
社
、
平
成
一
四
年
九
月
）

『
国
語
要
説
　
五
訂
版
』（
金
田
弘
と
共
著
、
大
日
本
図
書
、
平
成
一
五
年
一
月
）

「
田
邊
先
生
を
し
の
び
ま
つ
る
」（『
国
語
研
究
』
六
六
号
、
平
成
一
五
年
三
月
）

『
旺
文
社
国
語
辞
典
　
第
十
版
』（
松
村
明
・
山
口
明
穂
と
共
編
、
旺
文
社
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
）

『
旺
文
社
古
語
辞
典
　
第
十
版
』（
松
村
明
・
山
口
明
穂
と
共
編
、
旺
文
社
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
）

『
旺
文
社
国
語
辞
典
　
第
十
一
版
』（
山
口
明
穂
・
池
田
和
臣
と
共
編
、
旺
文
社
、
平
成
二
五
年
一
〇
月
）

『
旺
文
社
古
語
辞
典
　
第
十
版
増
補
版
』（
松
村
明
・
山
口
明
穂
と
共
編
、
旺
文
社
、
平
成
二
七
年
一
〇
月
）

『
旺
文
社
国
語
辞
典
　
第
十
二
版
』（
池
田
和
臣
・
山
本
真
吾
・
山
口
明
穂
と
共
編
、
旺
文
社
、
令
和
五
年
一
〇
月
）


